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調査名称 パーソル総合研究所 「学び合う組織に関する定量調査」

調査内容 ・正規雇用就業者の組織全体の学び実態を明らかにする。
・組織的な学び促進のための施策検討のための示唆を得る。

調査手法 調査会社モニターを用いたインターネット定量調査

調査時期 2023年10月24日-27日

調査対象者
■全国の男女・正規雇用就業者（年齢20-64歳）

-令和2年国勢調査で性年代を割付
-合計6000s
-※一部業種除外、役員以上の役職者を除外

実施主体 株式会社パーソル総合研究所

調査概要 パーソル総合研究所
学び合う組織に関する定量調査

調査概要

引用について
本調査を引用いただく際は出所を明示してください。出所の記載例：パーソル総合研究所「学び合う組織に関する定量調査」
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就業者の学習・研修訓練実態

✓ 全体の56.1％が業務外の学習時間無し。（ベースは正規雇用者全体、以下同様）

✓ 学習方法として聴取しても、「どれも行っていない」が54.9％と過半数を超える。

✓ 最も多い学習方法は「WEBページを読む」で16.6％、次に「書籍・専門書を読む」で16.5％。

✓ 年代別に見ると、男性は40代以降、女性は30代以降、学習意欲も学習時間も大きく減少している。

✓ 過去3年の研修受講経験も72.7％が「ひとつもない」。内容別には、「個別の業務に関するスキルアップ研修」が10.6％。

✓ 「研修無しかつ学習無し」という層が、全体で48.5％。特に女性・小規模な企業でやや多い。

✓ 学習者（週1時間以上学習）は無学習者と比べて、はたらく幸せ実感が20.3％高く、ワーク・エンゲイジメントも17.3％高い。

また、多視座性、時間軸の広さといった思考の広さを示す指標も高い傾向が見られた。
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調査結果サマリ

1.

パーソル総合研究所
学び合う組織に関する定量調査

就業者の学び実態

サマリ
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就業者が学習から遠ざかる要因となる、学びについての偏った認識・意識を、「ラーニング・バイアス」として７つ特定した。

✓ それぞれのバイアスは、学習意欲・学習時間・学習期間のいずれか、ないし全てへマイナスの影響が見られた。

✓ 性年代別には、男女とも50‐60代で「新人」バイアスが強い。男女とも20‐30代は「地頭」バイアスが高い。

✓ 女性の40‐60代は「タイパ」バイアスと「現状維持」バイアスが強い。
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調査結果サマリ

2.

パーソル総合研究所
学び合う組織に関する定量調査

ラーニング・バイアスの実態

学習意欲
への影響

学習時間
への影響

学習期間
への影響

サマリ

「新人」バイアス

「学校」バイアス

「自信の欠如」バイアス

「地頭」バイアス

「現場」バイアス

「タイパ」バイアス

「現状維持」バイアス

学びは新人や若い人だけがやるものである

学びは学校で生徒が行うものである

学びはもともと得意ではない、自信が無い

生まれつき知能は決まっていて不変である（固定的知能観）

経験だけが重要であり、学びは必要ない

手っ取り早く、正解だけを学びたい

今のままで十分仕事ができている

概要名称
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学びの秘匿化

✓ 56.2％の学習者が、自身の学びについて状況や内容を同僚に共有しない。

上司やその他社内関係者についても約6割が共有しない。学習している管理職も、47.8％が同僚に「言わない」。

✓ 学習行動の過半数が職場で秘匿化されることで、可視化される（職場で共有される）学びは、全体で2割以下になる。

学びの秘匿化要因

✓ 学習秘匿を促進してしまう要因として、「学びは一人で行うもの」という独学バイアスや、

共有しても周囲が関心を示さなそうだという「無関心予期」、転職や異動を考えている／出し抜こうと考えていると思われると

いう「裏切り者予期」などの要因が影響している。
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調査結果サマリ

3.

パーソル総合研究所
学び合う組織に関する定量調査

就業者による学びの“秘匿化”

サマリ
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学びに関する自己認識（セルフアウェアネス）を「学び方」「キャリア」「スキル」の３つの次元に分け、

それぞれ内部（自己）の視点と、外部からの視点で測定した。
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調査結果サマリ

4.

パーソル総合研究所
学び合う組織に関する定量調査

学び合う組織を創るためのポイント① 学びの自己認識向上

✓ キャリアの自己認識、スキルの自己認識、学び方の自己認識は

すべて学習意欲に対してプラスの関連がある。

✓ スキルの自己認識と学び方の自己認識は、学習時間とのプラスの関連

も見られた。

✓ 自己認識に対しては、仕事上の経験の中でも学びの相談経験が最も強

くプラスの影響。

✓ 他者との協働的な学び経験であるコミュニティ・ラーニングの経験が

広くプラスの影響が見られた。学びの
相談経験

コミュニティ・
ラーニング経験

＋

学習意欲

サマリ

キャリアの自己認識

スキルの自己認識

学び方の自己認識
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組織文化と学習意欲・学習共有との関連を見た。学びの「活用文化」「共有文化」「奨励文化」が高い組織は

学習意欲が高く、学習共有が進んでいる（秘匿度が低い）。
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調査結果サマリ パーソル総合研究所
学び合う組織に関する定量調査

5. 学び合う組織を創るためのポイント② ３つの組織文化と上司マネジメント

サマリ

学習意欲
平均値（pt）

学んだことを、今の仕事に役立てることができる
挑戦することが歓迎されている

学んだことを用いて、業務を効率化することができる
学んだことを、社内のキャリアに役立てることができる

人に対して業務を教える機会がある
自分が学んだり経験したことを、職場で共有する機会がある

組織に常に新しい情報が入ってくる

職場外の勉強会やセミナーへの参加が奨励されている
社内の役割ごとに必要なスキルやレベルが明文化されている

職場外の研修やトレーニングへの費用が補助される
業務時間内に学習や研修に出る時間がとりやすい

学習意欲
＋

学習秘匿
-

すべての項目が
それぞれに５％水準で有意

学びの〈活用〉
文化

学びの〈奨励〉
文化

学びの〈共有〉
文化

学びの組織文化 学びの組織文化

0.00
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0.70
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0.90

1.00

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

4.00

低層 中層 高層

学びの組織文化3層
（活用・共有・奨励総合指標）

全体 n=6000
職場での秘匿度
平均（pt）

学習意欲（左軸）

学習秘匿（右軸）
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上司自身の学び行動が、部下の学習意欲・学習時間・学習共有にプラスの関連が見られた。
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調査結果サマリ パーソル総合研究所
学び合う組織に関する定量調査

6.

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

140.0

いつも新しい知識やスキルを

学んでいる

仕事に関わる情報やサービス

について常に情報収集してい

る

業績達成に厳しく、部下の成

長を支援してくれない

部下個人のスキルや知識を

把握していない

評価には、仕事のプロセスよ

りも成果を重視している

仕事に関わる本を

よく読んでいる

部下の業務上の課題を

把握していない

新しい仕事のやり方の提案や

試行を歓迎してくれる

部下に対し組織の目標やビ

ジョンを話すことがない

部下が学ぶ上司

部下が学ばない上司

学び意欲低層・高層 n=5227
全体平均を100％としたときの上司行動

（%・部下認知）

学び合う組織を創るためのポイント③ 上司のマネジメントと率先垂範

サマリ
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“学び合わない組織”の創られ方 パーソル総合研究所
学び合う組織に関する定量調査サマリ

学び合わない組織

背景・関連事象

共有される学びは、

19.7％

47.8％

の上司が学びを隠す

56.1％が

自己学習無し

✓ 人材開発投資の過少

✓ 研修ターゲットの偏り

✓ 自己学習習慣の無さ

✓ 職場OJT中心の訓練

✓ 学びは一人で行うもの

という「独学バイアス」

共有
の欠落

率先
垂範
の欠落

“私たち”
の欠落

相談
の欠落

自主性
の欠落

３年研修無し

が72.7％

訓練
の欠落

✓ 現場での実務経験ばかり

重視する「現場バイアス」

✓ 組織における学びについての

活用・共有・奨励文化の低さ

✓ 他者についての一般的信頼の

低さ

58.0％が

学びについて相談しない

コミュニティ・ラーニング

の経験

62.5％が無し

背景・関連事象

日本企業の多くは、以下のようなプロセスで、「学び合わない組織」が定着している

自分に合う学びが

わかっている従業員は

45.2％

自己認識
の欠落
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学び合う組織のために パーソル総合研究所
学び合う組織に関する定量調査サマリ

会社全体自部署・自チーム 他社・地域

キャリアの

自己認識

スキルの

自己認識

学び方の

自己認識

内発的 外発的

上司

機会

自己認識

コミュニティ・ラーニングの機会

脱・

学習バイアス

グループワーク 知識の共有機会 学びの相談機会

学びに向かう文化

学びの活用文化 学びの共有文化 学びの奨励文化
組織文化

学習意欲 学習伝播

学び合う組織の全体モデル
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「リスキリング」から「学び合う組織」づくりへ パーソル総合研究所
学び合う組織に関する定量調査提言

昨今、「人的資本経営」や「リスキリング」の流行により、人材開発・育成への関心が高まっている。人材開発費が長期

抑制されてきた日本では数十年ぶりのトレンドである。一方で、手挙げ式研修やe-Learningをいくら用意しても、

学ぶ従業員がごく一部しかいないという課題の重みは増し、持続的に学び合う組織づくりの重要性が改めて問われ

ている。

本調査の独自の発見は、就業者には「学びは新人のもの」「現場での経験だけが重要」といった学びを遠ざける７つ

のバイアスがあることに加え、自分の学びを共有せずに「秘匿」する習慣も広く存在するということだ。多くの企業で

学びを共有する風土が無く、“学ばない組織”が維持されている。個人の学習意欲を向上させるだけでなく、組織内で

「学習伝播」する施策が必要である。

有効と考えられるのは、 ①バイアスの存在を含めた個人の学びに関する自己認識（セルフ・アウェアネス）を高めるための

ワークやカウンセリング機会を取り入れること、②個人単位の学習ではないコミュニティ・ラーニング機会の拡充、③

組織全体の学び合う組織の現状を測定し、総合的に改善を図ることなどが挙げられる。

パーソル総合研究所では既に様々な学びについての調査を実施してきた。本調査と合わせて参照いただければ幸

いである。
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【Ⅰ】 就業者の学びの実態

パーソル総合研究所

シンクタンク本部
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学びの実態 パーソル総合研究所
学び合う組織に関する定量調査

調査結果

学習行動の実態を見た。業務外の学習時間は、56.1％が無し。

学習し続けている期間は、13.1％の1～3年未満をピークとしておおよそ正規分布している。

業務外の学習時間（％）

全体 n=6000

9.1 

5.6 5.6 

8.1 

13.1 
11.7 

10.1 

6.0 

3.4 
2.7 

1.6 

4.1 

19.0 
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4.0

6.0
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18.0

20.0

学習者の学習期間（％）

学習実施者 n=2704
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学びの実態 パーソル総合研究所
学び合う組織に関する定量調査

調査結果

学習方法は「どれも行っていない」がやはり過半数を超えるが、2位が「WEBページを読む」で16.6％、

3位が「書籍・専門書を読む」で16.5％。過去3年の研修受講経験も72.7％が「ひとつもない」。

学習方法（％）

全体 n=6000 全体 n=6000

過去3年以内の研修受講率（％）
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学びの実態 パーソル総合研究所
学び合う組織に関する定量調査

調査結果

性年代別に見ると、男性は40代から、女性は30代から学習意欲も学習時間も大きく減少している。

性年代別 学習意欲と学習時間
全体 n=6000

学習時間
（右軸）

学習意欲（左軸）

（平均値・pt） （月間・時間）

男性 女性
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学びの実態 パーソル総合研究所
学び合う組織に関する定量調査

調査結果

「研修無し（過去3年間）かつ学習無し」という層が、全体で48.5％。特に女性・小規模な企業でやや多い。

企業規模別｜研修無し（過去3年間）かつ学習無し層（％）性年代別｜研修無し（過去3年間）かつ学習無し層（％）

全体 n=6000

57.7 

48.5 
41.1 41.6 39.5 38.5 

44.6 
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学習の効果 パーソル総合研究所
学び合う組織に関する定量調査

調査結果

学ばない人・学ぶ人の差を見た。学習者は無学習者と比べ、はたらくことを通じて幸せを感じている実感が20.3％高く、ワーク・
エンゲイジメントも17.3％高い。また、多視座性・時間軸の長さといった思考の広さ・柔軟性を示す指標も高い傾向。

学習者と無学習者の比較

全体 n=6000
無学習者を100としたときの学習者
（週1時間以上学習）（％）

学習者と無学習者の比較

全体 n=6000
無学習者を100としたときの学習者
（週1時間以上学習）（％）

「多視座性」：一つの現実も、人によって

見え方が違うことを意識しているといった思

考の視座の複数性

「時間軸の長さ」：長い時間軸で物事を

考えるようにしている、といった思考の及ぶ

期間の長さ

「脱・二分法思考」：社会貢献とビジネス

での利益は両立できる、「損か、得か」で

は測れない重要なことがあるなどの二元論

を排した態度。
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【Ⅱ】 ラーニング・バイアス

パーソル総合研究所

シンクタンク本部
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ラーニング・バイアスとは パーソル総合研究所
学び合う組織に関する定量調査

説明

学習から遠ざかる効果を持つ、学びについての偏った意識を、ラーニング・バイアスとして７つ特定した。

「新人」バイアス

「学校」バイアス

「自信の欠如」バイアス

「地頭」バイアス

「現場」バイアス

「タイパ」バイアス

「現状維持」バイアス

学びは新人や若い人だけがやるものである

学びは学校で生徒が行うものである

学びはもともと得意ではない、自信が無い

生まれつき知能は決まっていて不変である（固定的知能観）

経験だけが重要であり、学びは必要ない

手っ取り早く、正解だけを学びたい

今のままで十分仕事ができている

概要名称
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84

86

88

90

92

94

96

98

100

102

104

「新人」

バイアス

「学校」

バイアス

「自信の欠如」

バイアス

「地頭」

バイアス

「現場」

バイアス

「タイパ」

バイアス

「現状維持」

バイアス

21

ラーニング・バイアスの実態 パーソル総合研究所
学び合う組織に関する定量調査

無学習者と週1時間以上の学習者を比べると、いずれのバイアスも無学習者の方が高い。

週1時間以上学習者

無学習者

2グループ比較 n=4444
全体平均値を100としたと

きの割合（％）

調査結果
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ラーニング・バイアスの影響 パーソル総合研究所
学び合う組織に関する定量調査

調査結果

「新人」「学校」「自信欠如」「地頭」バイアスなどが、学習意欲を下げる。「現状維持」「タイパ」「現場」バイアスなどは、

学習時間を短くしている傾向が確認された。

学習意欲
への影響

学習時間
への影響

学習期間
への影響

「新人」バイアス

「学校」バイアス

「自信の欠如」バイアス

「地頭」バイアス（固定的知能感）

「現場」バイアス

「タイパ」バイアス

「現状維持」バイアス

基礎属性を統制した重回帰分析 偏回帰係数
※すべて5％水準で有意

×××：-0.1未満 ××：-0.05未満、-0.1以上
×： - 0.01未満、-0.05以上
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ラーニング・バイアスの実態 パーソル総合研究所
学び合う組織に関する定量調査

調査結果

7つのバイアスについて、あてはまる回答の傾向を見た。「できるだけ手っ取り早く学びたい」が32.6％と高い。

「歳を取ってから何かを学ぶのは気が重い」も高め。

新人 学校 自信の欠如 地頭現場 タイパ 現状維持

全体 n=6000

※7件法につき左図とは
比較不能

学びへの意識（あてはまる計・％） 知能観（そう思う計・％）
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男性 (3895)

女性 (2105)

男性20代 (593)

男性30代 (891)

男性40代 (1141)

男性50-60代 (1270)

女性20代 (504)

女性30代 (494)

女性40代 (557)

女性50-60代 (550)

24

ラーニング・バイアスの実態 パーソル総合研究所
学び合う組織に関する定量調査

調査結果

バイアスの高低を、平均値を基準とした
ヒートマップとして図示すると、以下のよ

うな傾向が見られた。

- 男女とも50-60代は「新人」バイアス
が強い。

-男女とも20-30代は「地頭」バイアス
が高い。

-女性の40-60代は「タイパ」バイアスと
「現状維持」バイアスが強い。

新人 学校 自信
欠如

地頭 現場 現状
維持

バイアス（色が濃いほど全体平均値よりも高い）

タイパ
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ラーニング・バイアスの要因 パーソル総合研究所
学び合う組織に関する定量調査

調査結果

新人 自信
欠如

正の関係があるバイアス（１％水準有意のもの抜粋）

異動の多さ

職務の曖昧さ

長時間労働習慣

とにかく行動主義 自信
欠如

業績必達主義 新人

現場

学校

タイパ

7つのバイアスを高めている組織の特性を見た。

決定係数0.032～0.074
「現状維持」は決定係数が低い

ため非掲載

長時間労働が習慣化され、

是正する雰囲気が無い

会社主導のジョブローテーションの

頻度が多い

役割外の仕事や、

兼務・応援が多い

考えることよりも

高速な行動が求められる

期末ごとに業績評価が厳しく行われる

地頭

重回帰分析
統制変数：性別・年代・雇用形態・業種・職種・設立年数・従業員規
模・残業時間 n=6000
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【Ⅲ】 学びの“秘匿化”

パーソル総合研究所

シンクタンク本部
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学びの秘匿化の実態 パーソル総合研究所
学び合う組織に関する定量調査

調査結果

学習者が自身の学びについて、状況や内容を共有するかどうかを聴取した。全体は56.2％が同僚に向けて「言わない」。

「言う」は12.0％にとどまった。管理職も47.8％が同僚に向けて「言わない」と回答（作図省略）。

同僚（％）

12.0 

31.8 56.2 

10.6 

32.4 
57.0 

上司（％） その他社内関係者（％）

学習実施者 n=2704

8.1 

25.3 

66.5 

学習実施者 n=2704

言わない 言わない 言わない

言う

たまに言う

言う 言う

たまに言う
たまに言う

学習実施者 n=2704
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学びの秘匿化の実態 パーソル総合研究所
学び合う組織に関する定量調査

調査結果

学びを共有することについて、「反応が薄そうだ」「興味を全く持たれなそうだ」「仕事が暇だと思われそうだ」が続く。

共有したときの周囲の反応予想（あてはまる計・％）

全体 n=6000
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学びの秘匿化の実態 パーソル総合研究所
学び合う組織に関する定量調査

調査結果

学習者の内、過半数が秘匿化されることで、

職場において可視化される（同僚に共有される）学びは、全体で19.7％になる。

全体 n=6000

女性男性

学習状況と学習共有（％）
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学びの秘匿化の要因 パーソル総合研究所
学び合う組織に関する定量調査

調査結果

学習秘匿を促進してしまう要因として、「学びは一人で行うもの」という独学バイアスや、周囲が関心を示さなそうだという無関
心予期が影響していた。

学びとは一人で行うもの

という意識

転職や異動を考えている、

出し抜こうとしていると思われそう

周囲が関心を示さなそう

重回帰分析
統制変数：性別・年代・雇用形態・業種・職種・設立年数・従業員規模・残
業時間 n=6000 ***：1％水準で有意
調整済決定係数：0.141

学習秘匿

「独学」バイアス

無関心予期

裏切り者予期

学びの組織文化

手っ取り早く、正解だけを学びたい

という意識
「タイパ」バイアス

＋

＋

＋

＋

0.119 
***

0.070
***

0.073
***

0.062
***

学習秘匿度は職場内の関係者らに「言う」「たまに言う」
「言わない」の3件法への回答を加重平均値で指数化した。
秘匿度が高いほど、職場内で学習を共有しない。
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学び合う組織のために ①自己認識と学習行動

パーソル総合研究所

シンクタンク本部
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学びの自己認識とは パーソル総合研究所
学び合う組織に関する定量調査

説明

自己認識（セルフアウェアネス）を「学び方」「キャリア」「スキル」の３つの次元に分け、

それぞれ内部（自己）の視点と、外部からの視点で測定した。

自分のキャリア全体がどういった方向に向かっているか理解できている

自分が行ってきた経験や仕事を振り返ることができている

自分が仕事を通じて実現したいことがわかっている

どのように学ぶことが自分に合っているのか、わかっている

自分が苦手な学び方がどんなものかわかっている

興味のあるスキルがわかっている

学びたい専門領域が何かわかっている

自分の得意なことやスキルが何かを理解できている

キャリアの自己認識

スキルの自己認識

学び方の自己認識

会社や組織のことを客観的に見ることができている

社会において自分の仕事がどのように見られるのかがわかっている

世間一般と比べ、自分の収入がどの程度なのかわかっている

学ぶためのツールや手段がすぐに思いつく

自分がどこで学ぶべきかどうかが分かっている

内部認識 外部認識

自分の今のスキルがどの程度のレベルかわかっている

スキルが外に通用するかどうかわかっている
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学びの自己認識実態 パーソル総合研究所
学び合う組織に関する定量調査

調査結果

「学び方」「キャリア」「スキル」の３つの次元で測定した自己認識の実態は以下。
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学びの自己認識と学習行動 パーソル総合研究所
学び合う組織に関する定量調査

調査結果

キャリアの自己認識、スキルの自己認識、学び方の自己認識はすべて学習意欲に対してプラスの関連がある。

スキルの自己認識と学び方の自己認識は、学習時間とのプラスの関連が見られた。

キャリアの自己認識

学び方の自己認識

スキルの自己認識

学習意欲
への影響

学習時間
への影響

基本属性を統制した重回帰分析の結果
偏回帰係数 すべて5％水準で有意

〇〇：0.15以上 〇： 0.1以上、0.15未満

自分が仕事を通じて実現した

いことがわかっている

自分の興味のあるスキルやそ

のレベル感がわかっている

自分に合う学び方が

分かっている
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学びの自己認識とコミュニティ・ラーニング経験 パーソル総合研究所
学び合う組織に関する定量調査

調査結果

学びの自己認識に対しては、仕事上の経験の中でも「学びの相談経験」が最も強くプラスの影響。

他者との協働的な学び経験である「コミュニティ・ラーニング経験」が広くプラスの影響が見られた。

学びの自己認識
総合指数ＮＰＯなど社会活動への参加

重回帰分析
統制変数：性別・年代・雇用形態・業種・職種・設立年
数・従業員規模・残業時間 n=6000

信頼性係数 0.924

課題解決型のプログラムへの参加

研修でのグループ・ディスカッション／
グループワーク

キャリア・イベントへの参加

社内での選抜型の研修

キャリアの自己認識

学び方の自己認識

スキルの自己認識

読書会・勉強会

事例共有会

コミュニティ・
ラーニング
経験

＋

すべて５％水準で有意
調整済R2値：0.098

リーダーシップ経験
後輩の育成や相談役

会社・部署の戦略企画 など

新規提案経験
新規事業・新規プロジェクトの立ち上げ
新しいアイデアや企画の提案 など

組織俯瞰経験
部門横断的なプロジェクトへの参加
組織のビジョンや目標の策定 など

すべて５％水準で有意
調整済R2値：0.173

学びの相談経験
＋

＋

＋

＋

＋

＋

0.175

0.158

0.089

0.069

標準化回帰係数
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コミュニティ・ラーニング経験 パーソル総合研究所
学び合う組織に関する定量調査

調査結果

コミュニティ・ラーニングと自己認識は正の相関関係にあるが、そうしたコミュニティ・ラーニングの経験は、62.5％がひとつもない。

多いのは「研修でのグループ・ディスカッション」「研修後の懇親会」で10％を超える。

コミュニティ・ラーニング経験（%）

全体 n=6000

1.50

1.70

1.90

2.10

2.30

2.50

2.70

2.90

3.10

3.30

0 1 2 3 4 5 6 7 8
以
上

コミュニティ・ラーニング経験と自己認識

全体 n=6000
平均値・pt

コミュニティ・ラーニング経験数
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35.5 

26.1 

23.1 

22.1 

10.5 

19.5 

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0

働き方やキャリアについて

具体的な専門知識について

プライベートと学びの両立について

勉強方法や学び方について

進路や進学について

その他

58.0 

14.2 

12.1 

10.3 

8.5 

8.2 

6.8 

2.8 

2.3 

1.8 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

誰にも相談したことはない

家族

プライベートな知人・友人

同僚

仕事関係の知人

上司

その他の人

キャリアコンサルタント

他の会社や民間組織の専門家

大学や教育機関の専門家
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学びの相談実態 パーソル総合研究所
学び合う組織に関する定量調査

調査結果

58.0％が、自らの学びについて人に相談したことが無い。

相談者の相談内容としては、「働き方やキャリアについて」「具体的な専門知識について」が多い。

学びについて相談した人（％） 相談内容（％）

相談者 n= 2518全体 n=6000
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自己認識と相談行動 パーソル総合研究所
学び合う組織に関する定量調査

調査結果

学びに関する相談行動が有る者のほうが、すべての自己認識が高い傾向にある。

相談行動と自己認識

2.61 2.59 2.56 
2.34 2.33 2.30 

1.00

1.20

1.40

1.60

1.80

2.00

2.20

2.40

2.60

2.80

キャリアの自己認識 スキルの自己認識 学び方の自己認識

学習相談_有

学習相談_無

全体 n=6000
平均値・pt
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学び合う組織のために ②組織文化とマネジメント

パーソル総合研究所

シンクタンク本部
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学習意欲
平均値（pt）

40

組織文化と学習意欲・学習共有 パーソル総合研究所
学び合う組織に関する定量調査

調査結果

組織文化と学習意欲・学習共有との関連を見た。学びの「活用文化」「共有文化」「奨励文化」が高い組織は

学習意欲が高く、学習共有が進んでいる。

学んだことを、今の仕事に役立てることができる
挑戦することが歓迎されている

学んだことを用いて、業務を効率化することができる
学んだことを、社内のキャリアに役立てることができる

人に対して業務を教える機会がある
自分が学んだり経験したことを、職場で共有する機会がある

組織に常に新しい情報が入ってくる

職場外の勉強会やセミナーへの参加が奨励されている
社内の役割ごとに必要なスキルやレベルが明文化されている

職場外の研修やトレーニングへの費用が補助される
業務時間内に学習や研修に出る時間がとりやすい

学習意欲

重回帰分析
統制変数：性別・年代・雇用形態・業種・職種・設立年数・従
業員規模・残業時間 n=6000

＋

学習秘匿
-

すべての項目が
それぞれに５％水準で有意

学びの〈活用〉
文化

学びの〈奨励〉
文化

学びの〈共有〉
文化

学びの組織文化 学びの組織文化

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

4.00

低層 中層 高層

学びの組織文化3層
（活用・共有・奨励総合指標）

全体 n=6000
職場での秘匿度
平均（pt）

学習意欲（左軸）

学習秘匿（右軸）

学習秘匿度は職場内の関係者らに「言う」「たまに言う」「言わない」の
3件法への回答を加重平均値で指数化。秘匿度が高いほど、職場内
で学習を共有しない。
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学びの
活用文化

学びの
共有文化

学びの
奨励文化

全体 (6000) 2.96 2.86 2.79

間接部門 (1242) 3.09 2.97 2.92

事務職 (907) 2.74 2.63 2.57

営業・販売職 (740) 3.02 2.95 2.84

サービス職 (320) 2.89 2.84 2.66

生産工程・管理・製造 (794) 2.85 2.82 2.75

配送・物流・運輸職 (220) 2.63 2.62 2.52

情報処理・通信技術職 (519) 3.08 2.95 2.91

商品開発・研究職 (209) 3.20 3.08 3.01

専門・技術職 (605) 3.06 2.95 2.85

その他 (444) 2.90 2.83 2.77
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組織文化と学習意欲・学習共有 パーソル総合研究所
学び合う組織に関する定量調査

調査結果

学びの「活用文化」「共有文化」「奨励文化」はそれぞれあてはまる回答が20-27％程度。

職種別には、配送・物流・運輸職と事務職で特に低く、商品開発・研究職で高い傾向が見られた。
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学習共有の要因 パーソル総合研究所
学び合う組織に関する定量調査

調査結果

学習者の中でも、共有する者としない者の差を見た。二項ロジスティック回帰分析の結果、「独学バイアス」「現場バイアス」が強い者は

学習を他者と共有せず、「活用文化」「共有文化」が高い組織の場合や、「学びの自己認識」が高い者は共有している傾向が見られた。

共有する学習者 共有しない学習者

週1時間以上学習者 n=982
二項ロジスティック回帰の結果、5％水準で有意な項目抜粋

Cox-Snell R2 乗 0.097
Nagelkerke R2 乗 0.134

「独学」バイアス

「現場」バイアス

学びの〈活用〉 文化

学びの〈共有〉文化

学び方の自己認識

Cox-Snell R2 乗 0.083
Nagelkerke R2 乗 0.115

＋

-

＋

＋
-
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上司マネジメントと部下の学び パーソル総合研究所
学び合う組織に関する定量調査

調査結果

メンバーの学びと上司マネジメントの行動を見た。上司自身の学び行動が、部下の学習意欲・学習時間・学習共有

にプラスの関連が見られた。

上司自身の学び行動

マイクロマネジメント

成長支援

学習意欲
への影響

学習時間
への影響

学習期間
への影響

基本属性を統制した重回帰分析の結果
偏回帰係数 ※すべて5％水準で有意

〇〇：0.15以上 〇： 0.1以上、0.15未満
△：0以上、0.1未満 ×：マイナス

日常的な情報収集、
新しい知識やスキルの学習など

プロセスや工程も考慮した評価、
新しい仕事のやり方の提案や試

行の歓迎 など

仕事の進め方の細かい指示、
進捗や内容の報告強要 など

学習共有
（秘匿しない度合い）

△
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上司マネジメントと部下の学び パーソル総合研究所
学び合う組織に関する定量調査

調査結果

部下の学び意欲の強さを3層に分割し、高層と低層を比較してレーダーチャートで示した。

学び意欲の強い部下の上司は、「いつも新しい知識やスキルを学んでいる」、「仕事に関わる本をよく読んでいる」などが高い。

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

140.0

いつも新しい知識やスキルを

学んでいる

仕事に関わる情報やサービス

について常に情報収集してい

る

業績達成に厳しく、部下の成

長を支援してくれない

部下個人のスキルや知識を

把握していない

評価には、仕事のプロセスよ

りも成果を重視している

仕事に関わる本を

よく読んでいる

部下の業務上の課題を

把握していない

新しい仕事のやり方の提案や

試行を歓迎してくれる

部下に対し組織の目標やビ

ジョンを話すことがない

部下が学ぶ上司

部下が学ばない上司

学び意欲低層・高層 n=5227
全体平均を100％としたときの上司行動

（%・部下認知）
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【Appendix】 個人特性と学び

パーソル総合研究所

シンクタンク本部
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パーソナリティ特性と学習行動 パーソル総合研究所
学び合う組織に関する定量調査

調査結果

パーソナリティ特性と学習の関係性を見た。協調性・開放性・勤勉性が学習意欲とプラスの関係性、外向性と開放性が

学習時間とプラスの関係性が見られた。

学習意欲
への影響

学習時間
への影響

学習期間
への影響

外向性

協調性

勤勉性

神経症傾向

開放性

基本属性を統制した重回帰分析の結果
偏回帰係数 ※すべて5％水準で有意

〇〇：0.15以上 〇： 0.1以上、0.15未満
△：0以上、0.1未満 ×：マイナス

△

パーソナリティ特性尺度参照： 小塩真司・阿部晋吾・カトローニ ピノ(2012). 日本語版Ten Item Personality Inventory(TIPI-J) 作成の試み パーソナリティ研究, 21, 40-52.

学習共有
（秘匿しない度合い）
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一般的信頼と学習相談 パーソル総合研究所
学び合う組織に関する定量調査

調査結果

他者に対する一般的信頼と学習相談の多さ、そして学習秘匿の度合いを見た。

一般的信頼が高いほど学習相談が多く、学習秘匿が少ない傾向にある。

一般的信頼

学習相談の
多さ

＋

0.180
***

重回帰分析
統制変数：性別・年代・雇用形態・業種・職種・設立年数・従業員規模・残業時間
n=6000 ***：1％水準で有意

一般的信頼についての尺度は以下を参照
：小杉素子, and 山岸俊男. "一般的信頼と信頼性判断." 心理学研究 69.5 (1998): 349-357.

ほとんどの人は信用できる
ほとんどの人は他人を信頼している
私は、人を信頼するほうである など 一般的信頼と学習相談・学習秘匿

調整済R2値：0.085

-

-0.263
***

学習秘匿

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

低層 中層 高層

相談経験

学習秘匿度

一般的信頼３層

平均値・pt 全体 n=6000

調整済R2値：0.159
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